
 
特定⾮営利活動法⼈ ⽇本トイレ研究所 

 
 

「防災トイレフォーラム2023」のご案内 
〜時間経過に応じたトイレ対策と質の確保の重要性を共有する〜 

 
 

この度、特定⾮営利活動法⼈ ⽇本トイレ研究所は、地⽅公共団体のトイレの“備え”に役⽴つ情報を提供
する事を⽬的とした「防災トイレフォーラム2023」を9⽉29⽇(⾦)に開催いたします。 

災害時のトイレ対策は、迅速にトイレ環境を確保し、誰もが安⼼して使⽤できるように配慮する必要があ
ります。しかし、過去の災害では、避難環境の悪化等により命を落とすことが少なくありませんでした。 

関連死につながる原因のひとつとして、トイレに⾏くのが嫌で⽔分を控えてしまうことにより体調を崩す
ことがあげられます。被災者の命を守るためのトイレ対策が喫緊の課題となっています。 

本フォーラムでは、東⽇本⼤震災等で避難所運営にあたった施設管理者や災害対応にあたった⾏政担当者
に当時の状況や課題、改善点についてお話しいただき、時間経過に応じたトイレ対応のあり⽅や避難所にお
ける良好な⽣活およびトイレ環境の確保に向けた取り組みについて学びます。なお、災害⽤トイレメーカー
や東松島市による展⽰もありますので、ぜひご参加くださいますようお願いいたします。 

 
 

名  称  防災トイレフォーラム 2023 
〜時間経過に応じたトイレ対策と質の確保の重要性を共有する〜 

⽇ 時  2023 年 9 ⽉ 29 ⽇（⾦） 
開 場   10：00（展⽰は受付不要でご⾃由にご覧いただけます） 
フォーラム受付   12：00〜13：00 
フ ォ ー ラ ム   13：00〜17：00 
展 ⽰ ⾒ 学   10：00〜13：00（⾃由⾒学） 

13：50〜14：30、15：10〜15：50（フォーラムプログラム） 
会 場  東松島市コミュニティセンター（会場アクセス参照） 
参 加 費  無 料 
定  員  200 名程度 
主 催  特定⾮営利活動法⼈⽇本トイレ研究所／災害⽤トイレ普及・推進チーム 
共 催  東松島市 
後 援  宮城県 
（ 予 定 ）  
申込⽅法  同封の申込⽤紙をメールもしくは FAX で下記へお送りください 
       メール：laboseminar@toilet.or.jp ／ FAX：03-6809-1412 
 

フ ォ ー ラ ム の 概 要  



 
 
10：00 【開 場】 

  展⽰⾒学時間 
13：00 【開会挨拶】 

 渥美  巖 ⽒（宮城県 東松島市 市⻑） 
  

13：10 【教訓１】東⽇本⼤震災、⼤塩市⺠センターでの避難所におけるトイレ対応 
⽊村 喜宥 ⽒  （元 ⼤塩市⺠センター 所⻑） 
佐々⽊ 美⾹⼦ ⽒（⼤塩市⺠センター 事務⻑） 
千葉 美智⼦ ⽒ （⼤塩市⺠センター 事務主任） 

  ⼤塩市⺠センターは、直接津波の被害を受けなかったこともあり、⼀時は 700 ⼈程度の被
災者が避難しました。当時センター⻑として避難所運営を務めた経験をもとに、避難所の
運営で特に⼤変であったというトイレ対応についてお話しいただきます。 

 

  

13：50 【展⽰⾒学時間①】（休憩を含む） 
  2 つのグループに分かれて屋内展⽰と屋外展⽰を別々に⾒学します。 

 
 

  

14：30 【教訓２】時間経過に応じた避難所運営（トイレ・キッチン・ベッド）の課題 
 今⽯ 佳太 ⽒（兵庫県⽴⼤学⼤学院減災復興政策研究科 客員研究員、 

前 熊本県益城町 危機管理監、元 兵庫県芦屋市 市⻑室 室⻑） 
  先遣隊や後⽅⽀援として様々な形で被災地⽀援に取り組んできた経験を踏まえ、現場にお

ける時間経過に応じた避難所運営（トイレ・キッチン・ベッド）の課題、そして組織の防
災⼒向上に必要な実践的な取り組みについてお話しいただきます。 

 

  

15：10 【展⽰⾒学時間②】（休憩を含む） 
  【展⽰⾒学時間①】とは、逆の展⽰スペースを⾒学します。 

 
 

  

15：50 【政 策】これからの防災〜災害時の避難所におけるトイレ対策を中⼼に〜 
 ⻄村 ⽂彦 ⽒（内閣府政策統括官（防災担当）付 参事官（避難⽣活担当）付 企画官） 

  内閣府（防災担当）では「避難所におけるトイレの確保・管理ガイドライン」において、
関係部局間での連携の重要性を⽰し、トイレ確保・管理計画の作成を求めています。避難
所におけるトイレ対策の考え⽅についてお話しいただきます。 

 

  

16：10 【実 践】マンホールトイレの使⽤実績とその後の改善 
⼩⽥島 毅 ⽒（宮城県東松島市 建設部 下⽔道課 下⽔道危機対策専⾨員） 

  東⽇本⼤震災でマンホールトイレを使⽤しました。その時の課題を踏まえ、⼩学校の運動
会やお祭りなどで実際に市⺠に使っていただき、改善に取り組んでいます。マンホールト
イレのスムーズな運⽤と快適なトイレ環境に必要な備えについてお話しいただきます。 

 

  

16：30 【全体質疑およびまとめ】 
    
  

17：00 【閉  会】 

※プログラムは変更となる場合がございます 

フ ォ ー ラ ム プ ロ グ ラ ム  



 

避難所では時間経過に応じて複数タイプの災害⽤トイレを組み合わせて対応することで、切れ
⽬なくトイレを確保することが必要です。実際に避難所で使⽤することを想定して、災害⽤トイ
レ（携帯トイレ、簡易トイレ、仮設トイレ、マンホールトイレ、⾃⼰処理トイレなど）を展⽰し
ます。技術的な相談にも対応します。 

また、東松島市のマンホールトイレやダンボールベッドなどの備品等も展⽰します。東松島市
のマンホールトイレは、運動会やお祭りなどで使⽤することで課題を抽出し、改善を重ねていま
す。マンホールトイレと携帯トイレは実際に使⽤できますので、ぜひお試しください。 

会場では、以下の種類の災害⽤トイレを展⽰します。（展⽰物は変更になる可能性があります。） 

〇主に屋内に備えるトイレ 

 

 

 

 

 

 

 

〇主に屋外に備えるトイレ 

 

 

 

 

 

 

  

【 併 催 】 災 害 ⽤ ト イ レ の 使 ⽤ 展 ⽰ 会  

災害⽤トイレ普及・推進チーム 
参画企業⼀覧（出展予定） 

(株)井⼾屋 
(株)カワハラ技研 
(株)カンキョウ 
(株)キガ 
(株)クボタケミックス 
クリロン化成(株) 
(株)ケンユー 
スターライト⼯業(株) 
積⽔化学⼯業(株) 
(株)セットアップ横浜 
(株)総合サービス 
⻑島鋳物(株) 
ニシム電⼦⼯業(株) 
(株)ニード 
⽇本セイフティー(株) 
ネポン(株) 
(株)ビー・エス・ケイ 
⽇之出⽔道機器(株) 
北勢⼯業(株) 
無臭元⼯業(株) 

※50 ⾳順 



 
 

東松島市コミュニティセンター 
  〒981-0503 宮城県東松島市⽮本字⼤溜 1-1 

http://higamatsu-comcen.jp/comcen-hp/index.html 

● 電⾞の場合 
・ＪＲ仙⽯線 ⽮本駅より徒歩約 15 分 

● ⾃動⾞の場合 
・三陸⾃動⾞道 ⽮本ＩＣより⾞で約 5 分 

 

 

 

会 場 ア ク セ ス  

 

事務局 特定⾮営利活動法⼈ ⽇本トイレ研究所（担当：松本、島村） 
    〒105-0004 東京都港区新橋 5 丁⽬ 5−1 IMC ビル新橋 9F 
    TEL 03-6809-1308 / FAX 03-6809-1412 / www.toilet.or.jp/toilet-guide 

特定⾮営利活動法⼈⽇本トイレ研究所 
⽇本トイレ研究所は関係機関と連携し、ネットワークを組みながらトイレの改善をとお
して、誰にとっても安全・安⼼できる地域社会づくりと健全な地域環境づくりに貢献する
ことを⽬的としており、公共トイレに関する調査・研究、トイレ教育、トイレ環境の改善
に向けた普及啓発を柱にしながら、トイレ環境はどうあるべきかを総合的に研究し、トイ
レからの社会改善に向けて活動しています。 
また、平常時から災害時トイレ衛⽣対策を推進し、災害にも安⼼して使⽤できるトイレ環
境をつくる災害時トイレ衛⽣管理講習会の開催など、⼈材の育成にも尽⼒しております。 


